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何を元に経営判断をする︖中⼩企業の管理会計導⼊実態（IRSME16031） 

平成 28 年 8 月 31 日 ⼤⻄ 由訓  

 

株式会社エフアンドエムでは、エフアンドエムクラブ会員企業に対し「管理会計」についての

実態調査を実施した。 

 

1. 調査背景 

管理会計は意思決定や業績評価のために⽤いられるが、税務申告のための税務会計や、⾦

融機関や投資家などへの説明のための財務会計と違い、提出対象がないため導入していない

企業が多いと予想される。管理会計の導入実態を知るため、当調査を実施した。 

 

2. 調査概要 

調査期間平成 28 年 6 月 1 日~平成 28 年 8 月 3 日 

調査対象エフアンドエムクラブ会員企業 

※エフアンドエムクラブ会員企業とは、エフアンドエムから中小企業向け管理部門支援サー

ビスの提供を受けている企業 

有効回答数：745 社 

調査エリア︓全国 

 
⾸都圏＝東京都、神奈川県、千葉県、埼⽟県 

 

3. 調査結果 

管理会計は、税務会計や財務会計のように法の定めに則り処理をするわけではないため、

会社独⾃のルールを⽤いることができる。何を管理会計と呼ぶかにも決まりはない。本調査

業種/地域 北海道・東北 関東 ⾸都圏 中部・北陸 近畿 中国・四国 九州・沖縄 総計
サービス業 19 6 10 33 26 14 26 134

製造業 15 6 27 57 42 22 17 186
建設業 34 5 20 32 21 23 30 165
卸売業 14 3 6 16 17 5 14 75
小売業 17 3 6 11 13 16 16 82

運輸・通信・IT業 7 2 8 7 16 7 8 55
飲食業 6 1 1 1 9

不動産業 2 1 2 2 5 12
その他 4 1 2 4 4 5 7 27
総計 112 27 81 166 142 93 124 745
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では、管理会計は「予実管理」「損益分岐点分析」「部門別会計」から成ると定義し、それら

の導入実態を調査した。 

 

図１ 従業員数別 予実管理・損益分岐点分析の実施状況 

 
※1. n=745  

月次で業績の振り返りをしていると答えた企業は全体の 73.2％で、従業員数が多いほど、

その傾向は高まる。 

しかし、予算があると答えた企業は全体の 30.1％であることからすると、43.1％の企業

は、予算がないにもかかわらず、実績を振り返っているものと考えられる。 

管理会計における予実管理とは、予算に対する実績の進捗を測り、現状維持で良いのか、

軌道修正がいるのか、また何を改善すべきなのか検討することを⾔う。予算を⽴てずに実⾏

し振り返りをするということは、例えるなら、的を定めずに⽮を放ち、良かった悪かったと

⾔っているようなものである。予算のない 69.9％の企業は、まずは的(予算)を定める必要が

ある。 

また、利益を出すためにいくら売上が必要か分析する損益分岐点分析を導入していると答

えた企業は全体の 26.2％に止まる。売上の目標設定をするにしても、前年対⽐や部門の⾃

⼰申告の積み上げではなく、いくら利益を残したいのか、そのためにはいくら売上がいるの

か考えないと、根拠のない目標となる恐れがある。 

 

図２ 業種別 部門別会計の実施状況 

 
※2. n=745  

部門別の営業利益を計算していると答えた企業は全体の 34.2％、製品・サービス別の営

業利益を計算していると答えた企業は全体の 17.7％である。特に製造業、建設業において

計算していると答えた企業の率が低いのは、売上に結びつく製品の製造・サービスの提供に

かかった原価を計算すること⾃体が難しく、手間がかかるためであると考えられる。部門別

の利益を計算しなければ、⾃社がどこの部門で稼いでいるのかを読み間違える恐れがある。

0〜5名 6〜10名 11〜30名 31〜100名 101名〜 全体
月次で業績の振り返りをしている 64.5% 70.1% 73.3% 74.0% 91.1% 73.2%
予算がある 21.1% 26.5% 27.3% 36.5% 48.9% 30.1%
損益分岐点分析をしている 21.1% 19.7% 26.4% 30.9% 31.1% 26.2%

サービス業 製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸通信IT 飲食業 不動産業 その他 全体
部門別の営業利益を計算
している 38.8% 24.2% 23.0% 40.0% 58.5% 38.2% 55.6% 50.0% 37.0% 34.2%
製品・サービス別の営業
利益を計算している 15.7% 23.7% 13.9% 25.3% 15.9% 10.9% 11.1% 8.3% 14.8% 17.7%
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導入した企業は、口を揃えて導入して良かったと⾔う。その最⼤の理由として、⾃信を持っ

て意思決定できるようになったことを挙げる。経営者の仕事はリスク(不確実性)との戦いだ

と⾔えるが、取り除けるリスクは取り除きたいし、わかるものはわかりたい。そんな希望を

実現するために、管理会計は役に⽴つ。もちろん、いきなり完璧な管理会計を導入すること

は困難である。適切な意思決定・業績評価の第一歩として、まずは、「何に」「いくら」「何

時間使っているか」を把握するなど、できることから始めるよう強く勧めたい。(了) 

 


